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はしがき

昭和 4l年度から農林省は

めとして，栂外調査，資料収集，

中核機関として「熱帯

の に関する を推進するため，在外研究

を行なってきたが，昭和45年 6月；

センター」が発足した。

をはじ

これらの

本害は，熱帯等の地域における畜産の現状とそれに関連した試験研究の実態を把握するため，タイ，

マレイ、ノア，セイロンについて現地調＿査を実施した報告書である。熱帯地域における畜産については，

まだ現状も十分に把握されておらず将来どのように発展させるかについても，色々と議論のあるところ

であり，本調査はまず現況および間題点の把握を意図した。

本調脊報告が今後熱帯等の農業に関する試験研究推進の指針となれは幸いである、

なお，本調査を行なった草地試験場牧草部土壌肥料第 1研究室尾形保室長ジおよび畜産試験場繁殖部

2研究室正木淳二室長ならびに本調査にあたってご協力を頂いた各位に対し，謝意を表したい3

昭和 46年 8月

熱帯農業研究センター所長

山 田 登
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調査目

訊帯襲誓研完亡>ータ 又は， 号（羨の東：伶アンアにお汀る畜産の発展八口吋処するため，わかf"ijの畜産閲

杯州I奇名と現地に酋ミ直［ 眉事国の車翠間也について，坦地の研究名と共同研究を行なう』画を有

本調査は このよ入菜叶両を更施す~, だめの基礎資料として，わが匡よりの派遺研究名の担当す

＼き研完間題，仙究実苑場鳴f,受入れ因の島刀態勢や生活環境なとを明らかにするために，同センター

の依頼によって行なわれたものである

調査の日時，場所

表 1に示すように，耐和 46年 1月6日より 2月3日にわたって，タイ，マレーシア'セイロソの 3

カ国の畜産関係諸機閑と民間経営を歴訪して，見学聴取り調査を行なった。

M 調査結果

家畜関係は宇として正木か，飼料，草地関係は主として尾形が担当して調壺結果をまとめたが，

には調査目的に対する結論のみを簡単に報告する。報告はまず，全般的な概況を述べ，つい

事項と飼料，特に粗飼料生産に閃連した事項に分けて，問題点と研究間題を示した c、

l. 概況

訪間した 3国の畜産の現状は¥)ぎのよ）であ〇しすなわち，ます大家畜では， ごれらの国の牛，水

牛の飼育頭数は非常に多いが，人部分は農耕連輸用で， 1自接芍乳，肉を目的としたものはわずかに船

喜ない したがっ C, これらの家畜の乳，肉の生紆性は著しく低い0 一方，家畜の飼養もほとんど放

屑に等しく，飼料や家畜飼養に対する 般農家の関心と技術は全般に非常に低いものと思われ

中小家畜ては，豚，山羊，鶏，アヒルなどが主嬰なもので戻る。最近，国によっては豚と鶏は相当

企業的に飼育され，頭羽数やその生廂性向上も類著なものがおるが，その他の家畜については 2 , 3 

の例外はあるが，全般に一般農家の副業ないしは自家消費的存在に雌ぎな 1、

も， 大部分は政府畏恨］なとの公共圃場または一部工 ートで行なjご）れてし¥:;)に適

一般農家への酋及はきわめて遅れている

このような現状では，畜産技術の試験研究ならびに指導も，技術者が少ないことも関連して，大家畜

は広染性疾病の予防，撲滅など獣区関係の仕事が大部分をしめている家畜の品柿改艮，緊殖，飼養江，

粗飼料生犀などの技術に関する試験叶究や普及は，仝般にかなり手薄であり，まだ連れだ段階にあっ

た、」しかし，政府所属の機関などでは，諸外国の技術援助t受けてこれらの点に関する実用的試験を

行なうなど，鋭屈その遅れを回復しようとする努力は認めうれた 中小家畜につし、ても．獣医学的技

術には相当の実紹が認め，ぅれ，また，品柿の検討はかなり行なわれているが，飼料，飼蓑］［などにぐ）

ぃCの検討は遅れて¥'るという印象を受けだ心

しかし，いずれの国の政府因係名も， 閃する熱揺は非常に強く，わか国からの

-1-
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をも大きく阻害しているように忠われた

2 家畜関係

川 家畜の種類および数

表 2および 3に示したようにおもな家畜家禽は牛，水牛，豚，鶏て，山羊およびアヒルの数も

比較的多い., このうち，水牛および牛の大部分は印度系の在来柚で｀役用に使われているが，一部

には温帯種または温帯種と印度種の交配による乳牛および肉牛も飼養されている これに反し，豚，

鶏はほとんど温帯種（改良種）で占られている しかし，農業の歴史的背景や立地条件は[J2iによっ

てかなり異なるので，家畜の分布にもそれぞれの特徴が現われているように思われる。
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2 家畜の飼筵頭数

・----・ ----ーヘー·-—---- ----・--------・・・・ —•— •— ----------------- ---一- _, _____ ""・- ---

水 牛 肱

i, 0 7 0 4, 6 l 0 a o l 0 ~i O O 0 L.1967, 

(l 6 Ol展） (l. 4〉 (l 4 0) (0.9) (0.3) (L 6 0) 

ママレ—―~ ァ 3 3 0 2 6 0 600 3 3 0 4 0 8,0 0 0 [1966) 

3 3) (2 6) (6 0) (3 3) (4) (1,8 0 O) 

セイロ／ ],6 0 0 700 1 3 0 l 8 0 3 0 6,2 0 0 [1970] 

(l 3 3) (5 8) (1 I) (1 5) (3) (5 l 5) 
-- - -―- -・------ - --------—, -・------・ 

C ）は人口 1,000人当り 0頃羽数

表 3 訪問した畜産，家畜衛生関係試験場

Foot and Mouth Disease Institute 
タ iForage Crops S七ation

Pak Chong 
Pak Chong 
氾10nKaen 
冗honKaen 

口蹄投

飼料作物乳牛，肉牛

孔牛，肉午，賦鶏，飼困・'作物

豚，鶏

□'apra Livestock Breeding Station 
North East Agric江1tural Research 

Center 
Iiahasarakarr1 Ll vestock Breedingこ謳tion
TabkwangしivestockSt:,.tion 
Ban喜okふ I. 只taもion

Serdang Livestock妙tation
Cheras『oultry『rainingCentre 
戸aroi凸， I. Centre 
Poultry Research Station 
Central 出nimal Husbandry f:1t項 tion

Hahasar幽 am
Sarabはrl.
Bangkok 

乳バ',内牛，豚パ嘉，ァロレ，飼料作物

乳牛，給）牛，豚，鶏，飼料作物

牛

Serda冥 豚，詞料作物

ごheras
Seremb叫〕 乳牛，豚

Johar Baharu 鶏

且lu叫1g 了し牛， 水牛， 山羊，飼料作物

Veterinarv尺esearchInsも1.tute Feradeniya 
知

家畜衛生，畜産

家畜術生Veteri且ary Vaccine 『roductionCenもre Feradeniya 

Central Poult ry I一召es e arcb □ t at -L on 鶏

鑓1bawelaLive:otock『そo,jecも出nbawela
ィ；
'1; 包，n己a}口 Livc,eitock ?ro,ject 尺andaぶ.aduふ18

乳牛，飼料作物

乳.th7.k牛， 和甘袢｛乍'.¥勿
水牛，午，飼科作物『o_工onnaruwaCaももleLivestock 』'.esea1℃且 1―'-, O..Lonnarは辺a、

口 i

Centre 
詞aha-工lluppallama Zo且eResearch Maha-…Illuppall印謳 孔牛｀，飼科作物

Stat~。旦

氏ot叫rnchchiyaGoat戸arm Kott虚achchiya 山羊飼料作物

直 kaweratiyaCatもエeFarmふ I. Centre 直 kaweratiya 牛， あぴる，飼料作物
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タ は得:オしてしとかっ~.., 

タ の、,,:: 千 J での草種比齢瓜験の，、 ター左参考主¥.尽こ第 t因に不す。収量はかなり

飼料としご（乃栄食沿且戌は全役に粗宙臼質合畠土低く 粗•セ,.ぷャが畠し、こ．：か窺いいる

('.2) 今後の研究問題

）豚，鶏

養豚，養鶏（採卵，プロイラ-)の主要な飼料は． トウモ,.・コ、乙米ヌ九砕米i 魚粉，大豆

粕などであった，〉タイでは米ヌカ，砕米 t トウモロコンな~ どは国産てまかない得るようであるが，

輸入にも頼っている マレ...ヽンア，セイロンでは， これらの飼料の輸入依存量が著しく高

い。したがって， これら濃厚飼料の効率的利用と，国内の飼料資涼の

題と思われる n

用は，某本的重要問

さらに 家畜は温帯地方と異なって，高温ならびに季節によって異なるが高温条件で飼育され

るので，これらの自然環境に適した栄長成分の補給が望まれるが，未だ必ずしもこのよ~ うな見地

からの栄韮必要景が十分検討されているとは思えなかった。

また，熱帯地方には，特有の諸副産物（たとえばココナツミ，レ， コムの実，綿実粕， ハインナ

ノプル加工府など）もあり， また各種マメ科の樹木も多い，すでにこれらの一部は飼料として利

用されているものもあるが，さらに積極的に開発研究が行なわれるべきであろう。これらの中に
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ド々青酸配椙冒い足の位家予に有占まピは

これら幻飼料化に・・)¥ ¥ては 3 まナ基憂的な成分調査から始め':

きも内と思われる

な記` 市販飼料い成分検査，

で将来｀畜産の発展に伴い，この方面への

温高湿の熱帯条件では， カヒなどによる飼料の

、ふ'?
t『ふ, ,, 

芯¥,;J)で，

進む

力 i.';, 

ついても 3 制度的には，未たほと

も重要なものと

の問題についても留意十 と思わ

れる。

以上のような観点から，主要研究問題としては，つぎのようなことがあげられる

a. 飼養標準と合理的配合飼料の確立

飼料資源の開発と利用法の確立

販売飼料の品質保持，検査制度のための技術確立

しかし，これらの問題の研究を近い将来に実施するには，

受入れ側の諸施設に無理があるように思えた c 現状で実施するには

究費の援助を考えるべきであろう。

b
 
c
 調脊した 3因のいずれにおいても，

わが国より相当の機材と研

b) 牛

粗飼料生産の量的ならびに質的向上とその利用法の確立が重要であろう。

i) 粗飼料生産

熱帯地方では，通常，植物の生育のための光と温熱は有り余っている。生育阻害の最大制限

因子は水である。したがって， 雨季と乾季が明瞭に現われる地帯では，乾季の粗飼料生産は非

常に困難であるが，年中乎均した雨量の分布のある地帯および灌漑施設の十分ある所では，温

帯地方よりはるかに高い粗飼料生産をあげることができる。

粗飼料生産において認められた主な問題点はつぎのようであるこ

a- 草種：熱帯地方での栽培に適する草種の検討や品種の育成などについては，オ ストラリ

アをはじめとする諸外国ですでに相当行なわれ，現在の段階でも，実用的に有望なものか少

なくない0 この点，当面， 日本の研究者が割りこむ余地は少ないように思われるで

これらの有望草種は，イネ科植物が主体で，マメ科植物については，なお多くの問題が残

されている。マメ科植物は例えばゴム菌などの被覆植物としてか，刈取りの少ない単播栽培

の場合には，現在でもかなり有望な草種が得られているが， これを飼料として頻繁に利用す

る場合， とくにイネ科との混播の場合には，その衰退消滅は非常に早いもののようである心

このことは，下記の熱帯地方のイネ科草種の粗蛋白含景が低いことにも関連して， この地帯

における飼料蛋白質の確保のためにも重要問題で，熱帯地方の飼料として有望なマメ科草種

の確立が強く要望されている tう既述のように，熱帯地方には木本生のマメ科植物は多いので，

これらの利用，改良についても，積極的取組みが必要と思われる。

b、栄養価：熱帯地方のイネ科草種の収量はかなり高いものがあるが，その栄養組成は，粗蛋

白質が低く，粗センヰが高い特徴がある。これは，植物の遺伝的特性とともに，乾物集積が

非常に早いための希釈的効果と， さらに，熱帯地方の土壇が一般に有機物含贔が低く，窒素

供給力が低いことなどにも関連しているものと考えられる（また，イネ科植物は骨般にカル

シウム，マグネシウムなどのミネラル含量が低いが， これらの成分も， さらに熱帯地方の風

化の進んだ土壊では一層貧弱になる可能性が考えられる Q

-11-



c
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ィ
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利用など実用技術に発展させるへきものであろう。

ii) 粗飼料の加工多貯蔵

熱帯地方の粗飼料生産は，乾季には灌水施設かない成り著しく低下ずるから， この時期の粗

飼料確保のための合理的な飼料の加L愚貯蔵に関する技術の開発は，非常に屯要な問題である

すでに一部では，乾草やサイレーンの調製利用が実用化され，かなりよい成績もあげられて

いるが，なお熱帯地方特有な材料と環境に訪ける貯蔵飼料の調製については，一層の検討を必

要とするものと考えられるょ飼料作物の生産量が高い時期は，一般に雨季であるため，貯蔵飼

料の主力はサイレージになるものと思われる。サイロはトレンチサイロのように，簡易

なものが適している。乾草調製は乾季の初まりに生産された草を利用することになろうぃ

l!i) 家畜による粗飼料の効率的利用

粗飼料栽培と家畜飼義を結びつけた試験は，未ださわめて少ない。

既述のように，熱帯地方における粗飼料は一般に栄養価の点では必ずしも良質とはいえない

ので，これの家畜生産性に及ぼす影響を種々の角度から検討し，粗飼料の効率的利用を計るこ

-12 -



とは，飼料生産技術の改良と併行して実施されるべき問題と思われる，、特に

って現在の低生産性の家畜が改艮され，生産性が高まるに従って 飼料の

畜の要求度も当然高まるものと予想されるから，粗飼料と家畜との料｛｝つきに関する

基本的軍要間題として早くより実厖すべきであろう。また，上記の」こうに，乾季の貯蔵飼料依

存度が非常に大きい場合の家畜飼養上の問題も十分検討すべきである 0

なお家畜飼養の方式については，現状での豊富は労働力の面と粗飼料の生産とその利用の効

率化，並びに闘温による家畜の 防止などの見地からすがぷE's乳牛などは放牧より

舎飼いに重点がおかれるべきものと思われた。

IV) その他

セイロンの湿潤地帯の草地では， ヒルによる家畜ならびに人に対する被害が，草地利用上の

重要問題となっていた。この早急な防除が要請されていたが，この問題も雑草の湯合と同様に，

まずヒルの生態的調査を行なった後，実用的防除に発展させなければ，本当に有効な防除技術

の確立は困難であろう。

以上のような考えから，研究問題としてはつぎのようなものがあげられる。

a. 高品質飼料作物の多収穫技術の確立

主な検討事項：草種，施肥法，草の利用法，士壇の肥沃性維持，草地造成工法，野草の生

態ならびに防除，混播草地の維持，栄養成分

b. 貯蔵飼料の調製と品質保持

主な検討事項：材料， （草種・収穫期），調製条件と方法，栄蓑成分の消長

c 家畜による粗飼料の効率的利用

主な検討事項：し好性，採食量，消化率，増体重，産乳量，その他家畜の生理的変化

d 草地におけるヒルの生態とその防除

N研究実施場所

日本からの派遣研究員が定住して共同研究を行なうに適当と思われる研究機関はつぎのようである。

タイ：畜産局（バンコソク）， カセサート大学農学部（バンケン）， コンケン大学農学部（コンケン）

家畜関係の研究においては，国立の種畜牧場では研究設備が整っていないので，大学の方がよい。す

なわち，熱帯種の家畜，家禽の遺伝的および生理的特性をしらべるために， コンケン大学の施設を活用

することができる。幸い農学部長も理解があるし，研究環境にも恵まれている。また，家畜生産との関

連で，凍結精液による牛，豚，馬の人工授精に関する研究を実施するとすれば，カセサート大学農学部

に基地を置き，畜産局の人工授精セソターの組織を利用することができる。

飼料関係の研究においては，タイでは粗飼料生産とその利用に関するテーマの研究には適しているが，

現在のところ，豚，鶏のための飼料研究はマレーシアの方が適当と思われる。粗飼料関係の研究では，

上記のいずれかの研究機関に基地を置くと同時に，パクチョンの Forage Crop Station, コンケン

の LivestockBreeding Station, North-East Agricultural Research Centerなど，現

在すでに相当の飼料作物栽培を実施している政府農場に試験圃場を設け，現地栽培試験を行なう。化学

分析や解析的実験については上記の基地の研究機関で実施する。

-13-
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また，豚 鶏の飼料図係の研究は，相当の化学分析癒設を必要とするか，いずれの国においても，

且らの設間は .Cf、;十分てあり•• わか国より相当の援助をするつもりでなければ，試験の遂行は困難である

う。

粗飼料関係でも， このような条件では，まず基本的重要問題を人つかみに検討することから進めるべ

であろう このような意味から、こい襄や気象要因など自然的条件の影響を大きく受ける飼料作物栽培

こiしを紆与ずる牛の飼育に関十る研完は札比較的着手しやすい間題と思われる 試験圃場と労力;'.J:ヽ

びに家畜の数に恵まれた現地の条件を生かして，測定，分析なと特に設備や器慨をあまり必要と iない
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飼料として利用されている木本性マメ科植物

C 7 l Leucaena g J auca (タイ，マハサラカン）

刈取直後のネピャグラス

(9) (セイロン，ガンポーラ）

(JJ) 投草乙施肥， 賃理試験風景（セイロン， 乾煉地

城農業研究所）

苗地に店ける灌水状況
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(28) 在来稀の牛（マレージア，セムビラン） (2 l) 2項立ての牛車（セイロン， コトカチア）



(2 5) 豚：東洋種（タイ，コソケン）

(2 7) ヤギ；ジャムナバリ種（セイロン， コトカチア）

量
鬱

(2 9) 屠場の牛肉運ばん車（マレーシァ，ペナン）

(2 6) 豚；東洋種（タイ，マハサラカーン）

(2 8) 民間蓑鶏場（マレージァ，ペナン）-

(3 0) セルダン試験場にて（マV ーシ了，セルダン）




